
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 妻籠宿保存５０周年記念事業 

事業主体 

（連絡先） 

公益財団法人妻籠を愛する会 

（南木曽町吾妻２１５９－２ ＴＥＬ：５７－３５１３） 

事業区分 ８ その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ２,７６８,１０４円（うち支援金：１,７１３,０００円） 

（活動写真） 

① 保存事業の目的の再認識 

② 景観保全・環境整備に対する

住民の意識向上 

③ 観光おもてなし事業への意識

向上 

 

 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

記念誌・瓦版集は妻籠地区全戸

配布、式典・冬期大学は招待者だけ

でなく、広く広報で住民に参加を

促し、多数参加した。 

【５０年記念誌・瓦版】 

  【目標・ねらい】

い】 

 

①②③ ２月３日に開催した記念講演及び冬期大学

講座より、妻籠宿の地域一体となっての保存活動

に対する周囲の関心の高さや、中山道の宿場町の

一つとしての価値、大切さを再認識することがで

きた。 

 

参加者数 例年 80名→H29年度 170名受講 

 

妻籠宿保存事業開始５０周年の節目の時であり、

平成３０年２月３日（土）に記念式典を行なった。

その一環として、第４２回妻籠冬期大学講座を開催

し保存当初から調査研究をしてきた奈良女子大学

名誉教授の上野氏と全国数多くの文化財を調査し

てきた文化庁文化財調査官の下間氏から見た妻籠

宿の記念講演を行った。 

５０年のまとめとして、記念誌の編集及び発行を

行なった。また、妻籠宿保存開始から毎年行なって

きた文化文政風俗絵巻之行列（１１月２３日）の際

に配布するかわら版の過去５０回分を縮刷版とし

て発行した。 

 ５０年間の保存活動の再認識により、現状を見つめなおすきっかけとなった。さらに１０

年、２０年だけでなく、１００年後の活動を見据えて保存に取り組んでいく。 

 

 


